
通算第３３６４回例会                      №３４ 

   

   徳山ロータリークラブ週報    

創立１９５３年 

２０１９年（平成３１年）４月４日  （母子の健康月間）  
 

  唱    歌  我等の生業   四つのテスト 

 会 員  柏田 裕之 君 

 スピーチ  「 映像・写真投稿について 」 

 

  

 

撮 影 者：石丸秀宣       撮影場所：ネパール 

コメント：首都カトマンズ郊外の「ナガルコット・標高 2,100m」のホテルに宿泊しました。 

早朝ホテルの屋上から雲海を撮影していましたら、遠方に「天空の楼閣」が表れ

ました。何とも言えない景色で幻想的でした。（望遠レンズで引き寄せています） 
 

 

＊本日のゲスト＊ 

グループ４ ガバナー補佐  蔵清正一 氏 （周南西ＲＣ） 

 

 会長の時間   
 



 

 

 幹事報告  

１．例会変更のお知らせ 

クラブ名 日にち 例会場 変更理由 

山口県央 ４ 月 ９ 日 火 山口グランドホテル 平成公園清掃 

防 府 南 ４ 月 １ １ 日 木 松 月 変更 

柳 井 西 ４ 月 １ １ 日 木 柳井グランドホテル 
休会 

（定款第８条第１節適用） 

山 口 南 ４ 月 １ ２ 日 金 ホテルニュータナカ 変更 

周 南 西 ４ 月 １ ６ 日 火 遠石会館 
休会 

（定款第８条第１節適用） 

柳 井 ４ 月 １ ６ 日 火 柳井グランドホテル 
休会 

（定款第８条第１節適用） 

山口県央 ４ 月 １ ６ 日 火 山口グランドホテル 新酒の会１８：３０～ 

徳 山 東 ４ 月 １ ７ 日 水 大城 夫人同伴夜間例会 

岩 国 ４ 月 １ ８ 日 木 岩国国際観光ホテル 
職場例会 

於：東洋紡㈱岩国事業所 

柳 井 西 ４ 月 １ ８ 日 木 柳井グランドホテル 職場例会 

 

２．会員名簿 

次年度会員名簿を作成致します。住所・役職名・携帯電話・メールアドレス・写真  

など変更がございましたら、５月１０日（金）までに事務局までご連絡下さい。 
 

３．受領物 

地区事務局 
2019年 4月 母子の健康月間  リソースのご案内 

財団室 NEWS 2019年 4月号 

徳山中央ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ ５０周年記念式典お礼状 

第 2710地区米山学友会 創立 20周年記念式典および祝賀会のご案内 

ロータリーの友事務所 「ロータリーの友」電子版のご案内 
 

４．配布物 

・ロータリーの友 ４月号   

・ガバナー月信 №１０、地区大会特集号 

・米山学友会会報 第２６号 
 

５．定例理事会のご案内 

  本日例会終了後、例会場にて開催致しますのでご関係の方々はご参集下さい。 

 



 

 

 委員会報告  

会員組織 

《 ロータリー情報 》 

・母子の健康月間（ロータリーの友４月号・ＲＩ会長メッセージより） 

2分に1人、世界のどこかで、妊娠や出産によって女性が命を落としています。しかし、

これは予防できることです。そして、誕生後 6 週間以内に母親を失う新生児は、母親が

いる新生児よりも死亡率がはるかに高いといわれています。国際ロータリー(RI)会長とし

て世界中を旅する中で、こういった事実がただの悲惨な統計上の数字ではなく、現実

に直面している人々とも出会いました。また、母子を救うために全力を注いでいる人々

とも出会ったおかげで希望を持つことができました。そして、このように全力を注ぐ人の

多くがロータリアンであることを、私は誇りに思います。4 月はロータリーの母子の健康

月間ですから、皆さまも誇りに思ってくださるようなことをお話ししましょう。 

昨年秋、ラトビアのイェーカブピルスにある病院を訪れました。近代的な病院で、  

医師や看護師は患者に寄り添い、熱心な仕事ぶりで熟練していました。しかし必死に

努力しているにもかかわらず、母子の死亡率は依然として高いままでした。診断に欠か

すことのできない設備や、保育器のような基本的な機器すらないという、彼らにとっては

どうすることもできない原因のためです。そこで、ロータリーの出番です。世界中から 21

のクラブがグローバル補助金プロジェクトに参加し、この病院が必要としていた設備を  

提供したのです。私が 9 月にこの病院の産科病棟を訪れると、最新の設備がそろって

いて、患者は必要なケアを-世界中のあらゆる母と子が受けるべきケアを一受けていま

した。 

私が思う変革的な奉仕というのはまさにこういうことで、ロータリアンが何より得意と 

することでもあります。ロータリーが他に類を見ない、奉仕活動を行うことができるのは、

世界中に広がるロータリーのネットワーク、地域社会ではロータリーが人々の最も必要と

していることを把握していて、会員たちが数えきれないスキルや職業にまたがる専門 

知識を持つおかげなのです。また、私たちを最も必要としている人々に援助の手を差し

伸べることで、私たちは彼らのインスピレーションになることができるのです。 

                            担当：西尾正嗣 

クラブ管理 
《 出 席 》 

・３月１４日（木）の修正出席率  ９７．８７  ％  

 

《 親睦活動 》 

・ ゴルフ同好会【拙速会】のご案内 

とき：２０１９年５月１２日（日）８：２８スタート    ところ：周南カントリー倶楽部  

 

奉仕プロジェクト 
《 青少年奉仕：ローターアクト 》 

・例会のご案内 

１．日  時 ： ４月１０日（水） 食事 19：00～  例会 19：30～ 

２．場  所 ： 周南市中央地区公民館 ２階会議室 

３．内  容 ： 「元号&防災例会」 



 

 

《 社会奉仕 》 

・３月３１日（日）大津島に於いて「桜の植樹」事業が行われ、三浦会長他５名、 

徳山ローターアクトクラブより２名が参加しました。 
 

  
 

《 国際奉仕 》 

・2016-17 年度グローバル補助金奨学生 石川祐実さんからの近況報告 

昨年 10 月から大阪大学国際公共政策研究科の博士課程に進学し、研究を続け  

ながら就職活動を続けておりました。そして、このたび WHO のカンボジアオフィスから

内定をいただき、4 月から、カンボジアのヘルスシステムのプロジェクトに、統計関係の

業務で 1年間参加することになりました。 

カンボジアではまだカルテの電子化などが進んでおらず、必要なヘルスデータの 

蓄積、分析なども行われていません。これらを整備し、将来的にはカンボジア国民の 

健康管理に繋げるのがプロジェクトの目的です。身分としては国連ボランティア（UNV）

で、ボランティアという名前がついていますが、職員と同じ業務ができ、次回、国連内の

ポジションに応募する際には、職歴にも加算されるものです。 

途上国で経験を積むことは私の課題でもあったので、まずはカンボジアで 1 年間  

頑張り、その後、WHO 本部での採用を目指せたらいいなと思っています。プノンペン 

行きの準備については、予防接種や赴任前のオンライン講座の受講など、私ができる 

ことは全て完了していて、今、ビザの発給を待っているところです。これが完了すれば 

いつでも行けるという状況です。契約期間は 2019 年 4 月 15 日からの 1 年間ですが、  

4月 13日～17日はカンボジアの正月だそうで、4月 18日、もしくは 22日からの勤務に

なりそうです。 

帰国は2020年4月になりますが、その後も大阪大学の研究ポストに戻れるよう申請書

を書いたり、今年出席予定の国際学会へ提出する論文を執筆したりして、プノンペン 

行きの日を待っています。 

カンボジアでのポストはロンドン留学とジュネーブのインターンシップがなければ  

得られなかった機会だと思います。徳山ロータリークラブの皆さまには大変感謝しており

ます。 
 

《 次回予告 》 ４月１１日(木) １２：３０～ 

会 員 ： 渡辺 誠 君 

スピーチ： 「トナーと色のはなし」 
 


